
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２０年１１月２日（日） 
午後１時～２時３０分 

於：八王子市北野市民センター 

 
 
 
 
 
 



  
 
 
 
 
 

時間

12:30 開場、受付

13:00 開会

13:05 市長あいさつ

13:10 報告会についての説明

13:15 子ども議会活動経過報告

13:30 市議会議長コメント

13:35 子ども議会提言

13:50 提言書提出

13:55 こども政策推進協議会からコメント

14:05 子ども議会解散

14:15 学生サポーターあいさつ

14:30 閉会

／内容
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1



  

 

 

 

１ 募集 

「わたしたちが考えるまちづくり～十年後もこのまちが好きですか？」をテーマとして

子どもの視点で八王子市のまちづくりについて提案を行うことを目的とする。 

 

・ 応募方法：作文（4００字） ３つのテーマから１つを選択。 

テーマ「私が好きな八王子」、「わたしが市長だったら」、「こんなまちに住みたい」 

・ 応募資格：市内在住在学の小学校５年生～中学校３年生 

・ 募集人数：約１５名 ※（公募１５名のほかに地域ブロック推薦１５名） 

・ 応募人数：公募25名（締切日受付） 地域推薦１７名  計４２名 

 

 

２ 結団式・第１回学習会 

結団式 

・ 日時：平成２０年５月１０日（土） 午後１時～２時１５分 

・ 場所：市役所議会棟 全員協議会室 

・ 内容：子ども議員認定式・子ども議員代表挨拶・市議会議員との質疑応答等 

 

第１回学習会 

・ 時間：午後２時３０分～４時 

・ 場所：市役所 会議室 

・ 内容：アイスブレイク、交流ゲーム、フリートーク「私たちのまちについて話をし   

よう」、クイズ「八王子ってこんなまち！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市長からの認定書授与           第１回学習会でのワークショップ 
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３ 第２回学習会（市内施設見学） 

施設見学 

・ 日時：平成２０年６月２８日（土） 午前９時１５分～午後２時３０分 

・ 見学施設：小田野中央公園、戸吹清掃工場、道の駅八王子滝山 

 

第２回学習会 

・ 時間：午後２時３０分～４時 

・ 場所：市役所 会議室 

・ 内容：見学のおさらい→見てきた情報を整理する、「委員会を作ろう」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 小田野中央公園で地域の方から説明を聞く     第２回学習会～見学のまとめ   

 

 ３ 第３回学習会（合宿研修） 

・ 日時：平成２０年７月３０日（水）、３１日（木）午前１１時～翌午後２時３０分 

・ 場所：市内「夕やけ小やけふれあいの里」宿泊施設「おおるりの家」 

・ 内容：オリエンテーション「こども育成計画」について、「考え方をまとめよう」  

担当者ヒアリング（市の担当職員に質問）、「委員会を作ろう」パート２、 

質問・提案を考えよう、「発言通告書」を作ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市の職員から話を聞く          提案作成のためのワークショップ 
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４ 子ども議会本会議 

・ 日時：平成２０年８月３１日（日）午後１時～３時３０分 

・ 場所：市役所議会棟 議場 

・ 内容：次の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会名 発言題目 要旨
みんなの遊び場委員会 みんなの遊び場について 身近にある中学校や市民センターを使っ

て、ボールあそびが出来たり、放課後に遊
べる場所をつくろう

緑の学校委員会 地球温暖化の防止策とし
て、学校に緑のカーテンや屋
上庭園をつくろう

地球温暖化防止に向けて、身近な学校
からはじめるため、緑のカーテンや屋上庭
園をつくろう

エコバッグ推進委員会 エコバッグを推進しよう エコバッグ推進運動の提案
①エコバッグと共に商店街で使えるエコバッ
グポイントカードを配布する
②エコバッグのPR

たかんこう委員会
（高尾＋観光）

高尾山を活かして八王子を
PR

多くの人が訪れる八王子で1番の観光名
所「高尾山」を活かして、八王子の素敵な
ところをPRしよう

Greenever City委員会
（グリーンエバー）

Greenever Cityをめざして 八王子駅周辺の緑化を進めるための駅
前芝生化プロジェクトの提案

子どものしあわせ委員会 「子どものしあわせ課」をつくろ
う

子どもの目線で、いじめをはじめ子どもの
悩みを解決するために「子どものしあわせ
課」をつくる

八王子交通委員会 自転車専用道路の設置につ
いて

のびのびと自転車で走れるまちづくりに向
けた提案

子ども議員による委員会と発言について 

今回の子ども議会では、一人ひとりの子ども議員が日頃から思っている疑問や考えていること

について、何度も問いかけ、自分の考えをまとめる作業をしてきました。 

それをもとに、同じテーマの子ども議員同士が「委員会」をつくり、学生サポーターといっし

ょにたっぷり時間をかけて意見交換を行いました。基本的には委員会で出来る提案、質問はひと

つだけ。意見が分かれたり広がったりしながら提案は何度も変わりました。それを根気強く聴き

ながら、「子どもたちの力で」まとめさせたのが学生サポーターです。出来上がった発言は子ど

もだから未熟かも知れません。でも子どもだから考えられたことなのかも知れません。その一つ

ひとつが４２人の思いです。答弁は全て市長ならびに教育長が行いました。 
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  市議会議長のあいさつ             みんなの遊び場委員会の発言 

 

 

 

 

 

 

 

市長の答弁                    教育長の答弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の学校委員会の発言               エコバッグ推進委員会の発言 

 

 

 

 

 

 

 

たかんこう委員会の発言              Greenever City 委員会の発言 
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子どものしあわせ委員会の発言           八王子交通委員会の発言 

  
 
 
 
●作成にあたり、子どもの書いた文章を尊重しておりますので、誤字脱字以外は仮名遣い

を含めて原文のままです。 
 
 
松永まどかさん 小６ 

 私は、これから子ども議員の活動をやってみての感想を書きたいと思います。 
 子ども議員の活動では、毎回課題が出ました。課題は量が多いだけではなく、考える時間も必要でし

た。学校で習うような「決まった答え」があるわけではなかったからです。 
その度に考えをまとめるのに、とても苦労しました。 
 それでも、苦労した分、少しずつ深く考えられるようになりました。同時に、私たちが住む八王子市への

関心が高まりました。これから私は中学校に進んでいきますが、子ども議員を通じて培った考える力、そし

て、地元への関心を生かしていきたいと思います。 
 
 
中川ねおさん 小６「ＣＨＡＮＧＥ」 
「子ども議員ってどんなことをするんだろう？」「なんだかよくわからないけど面白そう！」 
最初はそんな軽い気持ちで応募したはちおうじ子ども議員でした。ところが、８月３１日に行われた子ど

も議会では、私たちの委員会の提案をきっかけに「こども政策課」を「子どものしあわせ課」に変えてしまっ

たのです！八王子市は「子どもの目線」を大切にしながら、施策に取り込んでいくことを約束してくれまし

た。 
気軽に参加した子ども議員で、まるでテレビドラマ『ＣＨＡＮＧＥ』のなかで木村拓哉さんが演じた首相の

ように、政治を変えてしまい、驚きましたが感激して嬉しくなりました。 
これをきっかけに、市政や更に国会にも興味が広がりました。そして、これからの日本がもっといい国になっ

てほしいと思いました。 
 
 
源原葉月さん 小６「はちおうじ子ども議会」 
 私が子ども議員になって、一番楽しかったのは、今までの活動が全部楽しいです。なぜかは、子ども議

員になって、友達がいっぱい出来たので、毎回の学習会が楽しかったからです。 
 ７月３０、３１日の子ども議会の合宿で、グループ分けがありまして、私は「緑化」のグループに入りました。

そこで、同じ学年のゆうかちゃんと友達になって、他の中学生の女の子３人と友達になりました。とちゅうから

６年生の子が一人来て、秘書はツナマヨさんと、なんか仕事できてるらしい梅さんです。その８人で活動す

るのは楽しかったです。 

 これからは、自分達の言ったことを確認して、八王子の変化を見ていきたいです。 
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澤井杏奈さん 小６ 「あの合宿のときで」 

 ７月３０、３１日に合宿をしました。 

 議員の皆と泊まれることが、何よりも嬉しかったことは、今でも覚えています。その時はまだ、楽しいことし

か考えていませんでした。実際当日になると、長時間の学習がメインだったので、私は少しガッカリしてしま

した。そう、考えが甘かったんです。 

 でも、こうやって八王子のことを考えていると、本当の議員さんもきっとこうやって頑張ってきたんだなと感じ

てきて来ました。そして、大人顔負けの提案をしてやろう、本当の議員さん並みの提案をしてやろうと思い

ました。最後までやってこれたのはそのおかげだと思います。これからもずっとこの活動をしていたいと思いま

す。もうすぐ終わってしまうのが少し寂しいです。 

 

 

松本美利亜さん 中２「子ども議員活動で得られたこと」 

 私は子ども議員募集の手紙を母からもらいました。私は小学生の頃からずっと、八王子のことをもっと知

ってよりよいまちに変えていきたいと思っていました。この機会は絶対逃さないと思い、一生懸命作文を書

いて応募しました。子ども議員に選ばれた時は本当にうれしかったです。なかなか予定がつかず出られない

時もありましたが、子ども議員として活動できる日が本当に楽しみでした。たくさんの友達もでき、優しくしっ

かり私達の意見を聞いてくれる学生サポーターの方々と一緒に過ごせた合宿。副議長として、子ども議員

として考えをしっかり述べられた本会議。どれも普通じゃできないとっても貴重な体験でした。７ヶ月間という

短い期間でしたが、いち子ども議員として活動できたことは一生忘れられない思い出で私の宝物です。 

 

 

松村美貴さん 中２「子ども議員をやって」 

 私は今まであまり「責任」という仕事をやったことがありませんでした。 

 でも、この７ヶ月間の「子ども議員」という小･中学生の代表で「責任を持って意見を発していく立場でや

ってきて、多くのことを学び、貴重な体験を経験できることができました。そして大きく成長した約７ヶ月間だ

ったと思います。 

 また、子ども議員は普段ではできない、他の学校の人達との交流の場でもありました。自分の学校と相

手の学校の長所･短所を言い合ったりして、いろんなやり方を学んだり、仲を深め合ったりもしました。 

 私はこれから、子ども議員で学んだことを充分に生かして様々な分野で役立てていこうと思っています。 

  とても学ぶことが多く、楽しかった７ヶ月間でした。 

 

 

木村友哉さん 小５「子ども議員とても楽しかった」 

 ぼくは、子ども議員をやって、とてもいい経験になったと思います。子ども議員としての活動が楽しい思い

出になりました。 

 その活動の中で楽しかったのが、本議会と合宿です。 

 合宿では、みんなでまとまって楽しくできました。発表する時の材料を、みんなで協力して作れたのが一

番よかったと思います。 
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 本議会では、ちょっと緊張したけれど、市長さんの話も聞けてとてもよかったと思います。自分達の提案を

市長さんがほめてくれたのがとてもうれしかったです。 

 このような活動が来年あればまた参加してみたいです。１１月の報告会も、感想文をみんなで読みあった

り、簡単なレクをしたり、みんなの雰囲気が盛り上がるような報告会にしたいです。 

 

 

浅井一樹さん 小６ 

 ぼくは子ども議員というものを知った時、なりたい、なってみたいと思いませんでした。でも母がぼくに子ども

議員になることをすすめたので、ぼくは地球温暖化のことを作文に書き提出しました。数日後、市役所か

ら一つの封筒がとどいた時、それまで「子ども議員になったらいそがしそうだな、めんどくさそうだな」と考えて

いたのが、「どうなったんだろう？子ども議員に選ばれたのかな？」というふうになって、子ども議員に対する

思いが変わりました。そして封筒の中の手紙を読んで、父と母とぼくで大喜びをしました。 

 子ども議員になって、いろんな施設を見学し、合宿で新しい友達ができて、緑の学校委員会として市長

さんに自分たちで決めたことを提案したりなど、様々なことをしました。仲間といろんな活動ができて、とても

楽しかったです。子ども議員になって正解でした。「緑の学校計画」が実現してほしいです。 

 

 

林龍弥さん 小６「大変な役目だった」 

 ぼくは、ボーイスカウト推薦され、子ども議員に選ばれました。議員と名がつくとぼくから見る大人の偉い

政治家の人達で私みたいな子どもたちとは遠い大人の世界と思っていました。 

 しかし子ども議員になり、結団式の時はとても緊張しました。これからなにがはじまるのだろうという不安も

ありました。学習会で学生サポーターの人達と勉強会をし、施設見学で八王子にもこんなところがあるの

か、このような場所でゴミ処理をしているのかなど、学校生活ではいけないところまで見学できたことはよかっ

たです。 合宿では途中抜け出したこともありましたが、夕やけ小やけは５年のときに移動教室できた経験

もあったので不安はなく、学校の友達でなく多くの仲間の人達と交流ができ思い出になりました。 

 本会議の日は議場に入った時緊張した。代表質問はみんなで考え、八王子のまちをよくし、発展させる

かを質問しました。５０万の市民がいる八王子を市議会議員さんに頑張ってよくしてもらいたいです。 

 

 

粟澤美穂子さん 中１「私の思い」 

 ３月２６日、私のもとへ子ども議員募集のお知らせがきた。まぁ楽しそうだしやってみるか！と、何も考えず

に軽い気持ちで応募しました。 

 第１回、２回学習会で、みんなで話したり八王子のことを知っていくと、私の中で、私たち子どもだけでな

く、幼児からお年寄りと幅広い地域の人たちが、みんなで遊べる、集まれる施設・場所がほしいと思うよう

になりました。 

 第３回学習会（合宿）の時、公園課の方々に話を聞き、私の思いは強くなりました。委員会も「みんな

の遊び場委員会」に入り、みんなで思っていたことを話し合った結果、中学校を貸してもらおう！ということ

になりました。 

 議会当日、答えは私にとって物足りなかったけど、私たちの考えを聞いてくださってよかったです。最初は
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軽い気持ちでしたが、今は子ども議員になれて本当によかったと思います。 

戸谷梓紗さん 中１「貴重な体験をありがとう」 

 私は環境のことを話し合いたくて子ども議員に応募しました。 

 はじめガチガチに緊張していましたが、学生サポーターやみんなが優しく、打ち解けられてホッとしました。 

 学習会、施設見学、合宿でいろいろな分野で仕事をしている方の話を聞けたのはとても楽しかったです。

特に合宿で、市の職員の方に環境について質問した時や委員会で思う存分話し合いをした時はとてもワ

クワクしました。二日目は参加できず残念でした。 

 本会議では、本物の議場、本格的な会議にどきどきしました。「子どものしあわせ課」が実現した時には、

ビックリするやらうれしいやらでした。 

 ７ヶ月間、こんな貴重な経験ができ、お世話になった皆さんに感謝しています。本当にありがとうございま

した。 

 

 

山中美幸さん 小５「楽しかった合宿」 

私は、今までの子ども議会の活動の中で、いろいろ楽しかったけれども、その中で７月３０日、３１日の

合宿が楽しかったです。 

 ２日間の合宿の中で、どこが特に楽しかったかというと、グループに分かれて本会議に向けて提言を考え

ているときです。 

理由は、私の入ったエコバック推進委員会は、私以外は中学生のお兄さんだったので、ふだんは５年生

の意見しか聞けないけど、中学生の意見も聞けたし、しかも、同じテーマで聞けるきちょうな体験で楽しか

ったです。 

もし、またこのようなことがあったら、また参加してみたいです。 

幼稚園のときの同級生に合ってびっくりしました。しかも３クラスあって、私を入れて３人で、全クラスそろ

いました。 

 

 

武田未佳さん 小６「子ども議員の感想」 

 私は、環境委員として、約７ヶ月間子ども議会に参加しました。 

 ７月の合宿では、地球温暖化問題についての講義がありました。そこで、今の地球はとても大変な状況

にあることを学びました。 

 この状況を解決するために、私達に何かできる事がないかと考え、本会議では身近なところから緑を増

やす試みを提案しました。 

 ６人の子ども議員と２人の学生サポーターのグループで意見を出し合いましたが、それぞれの意見は違い、

みんなが納得する案にする事は非常に大変な作業でした。 

 この経験から、実際の市議会議員の方々が市民の意見をまとめ、全員が納得する答えを出すことは考

えられない程の難しいことだと感じました。 

 最後に、任期を過ぎた後も地球への優しさを常に考え、生活していこうと思います。 
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千葉麻由さん 小５「楽しかった議員活動」 

 わたしは議員活動がとても楽しかったです。結団式や学習会でいろんなところに見学に行ったり、合宿し

たり、子ども議会をしたりして、楽しかったです。 

 特に合宿が楽しかったです。八王子市の人が話してくださったり、それについてグループで話し合いをしま

した。私は八王子の子どもの遊び場について話し合いました。 

 今子どもの遊び場が少ないということから、子どもの遊び場を増やそうと考えました。例えば、公園でボー

ルを使ってもいいようにするということやいろいろなことを話し合いました。それからみんなといっしょに遊んだり、

寝たり、いっしょにごはんを食べたりしてとても楽しかったです。 

 八王子のことをたくさん知ることができて本当によかったです。子ども議員になれてよかったなと思いまし

た。 

 

 

近藤裕貴さん 小５「子ども議会で心に残ったこと」 

 ぼくが子ども議員になって一番心に残ったことは、市長さんに合宿で決めたアイデアを伝えるために、会

議場で発表した時のことです。 

 会議場で発表する前に学生サポーターの人から「きんちょうして言うことを忘れてしまうから、自分が言うこ

とは全部通告書に書き込んどきな」と言われたけど、そんなことないよ、とばかばかしく思っていました。 

 けれど、実際に発表する時になると、ほとんど全部忘れてしまい、学生サポーターの言うことを聞いておい

てよかったな、と今では思っています。 

とても八王子のことがわかったので、また来年も議員をやり、他の人の意見も聞きながら、積極的に自

分の意見を言い、いろいろなことを話したいです。 

 

 

吉澤龍秀さん 小６  

ぼくは子ども議員の活動の中で楽しかったことは３つあります。 

 一つ目は施設見学です。なぜなら、戸吹清掃工場に行って、なかなか見れない工場内や八王子市の

ゴミのことが聞けて楽しかったです。二つ目は夕やけ小やけふれあいの里で行った合宿です。実際に市役

所の方からお話をしてくださったのでわかりやすかったです。また、話し合いの時にいろいろの意見が出てそ

れを討論するのも楽しかったです。三つ目は子ども議会です。なぜなら発言する時にきんちょうしたけれど、

自分達の意見を市長さんなどに伝えることができたからです。また、おどろいたのは発言で、「子どものしあ

わせ課」をつくるという提案が本当に実現したことです。 

 子ども議員の体験は、いろいろなことに役立ってすごく楽しかったです。また来年同じような機会があった

ら、また参加してみたいです。 

 

 

大塩悠さん 小５ 

 ぼくが子ども議員になって一番勉強になったのは、市の人たちがこの八王子が平和でよりよいまちになる

よう努力してくださっていることです。僕自身子ども議員として、八王子を舞台にいろいろな活動にとりくん
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できました。中でも８月３１日に行われた「子ども議会」は４、５年に 1度の活動だそうで、とてもよい経験に

なったと思います。 

 議会中、ぼくは発表することができませんでしたが、黒須市長や他の市の役所の方々、そして子ども議

員のみんなと、市役所本会議場に立てたことをうれしく思います。 

 ぼくもこの八王子市で育った市民の一人として、子ども議員で活動したことをわすれず、市の役に立つ

仕事をしたいと思います。 

 

 

井上明香里さん 小６「楽しかった 7 ヶ月」 

  封筒を開けるときドキドキしました。なれているのか、なれていないのか？中に入っていた手紙を見てう

れしくなりました。 

 一番心配だったのは友達。ほかの学校ばっかりでした。でも学生サポーターのおかげでたくさん友達がつく

れました。 

 合宿は修学旅行みたいで楽しかったです。発言通告書を書くとき、学生サポーターを中心にして、委員

会のみんなが一つになって完璧な発言通告書ができ、うれしかったです。 

 議会では、本物の市議会議員になれた気がしました。一番最初できんちょうしたけれど完璧にできまし

た.ほかの委員会の発表もすごかったし、なるほどなぁーと思う発表もありました。 

 7 ヶ月という短い間だったけれど、友達もできたし、すばらしい経験ができました。 

 

 

小原実さん 中１「八王子市民の自覚」 

 「結団式」では会場に市長を始め市の関係者が大勢揃っていたので緊張しました。 

 「学習会」では、ぼくは八王子市民になったばかりで知らないことばかりでしたが、クイズ形式になっていて

理解が深まりました。 

 「施設見学」では、小田野中央公園を視察しながら完成までの話を聞いて、みんなの夢や希望を実現

化した人たちのパワーのすごさを感じました。また、戸吹清掃工場で説明を聞いて、ゴミ分別の大切さを実

感しました。 

 「合宿」では、夜まで話し合った結果、とても貴重な意見がまとまりよかったです。 

 「本会議」では、初めて本会議場に入って、しかも市長の前に立って発表したのでかなり緊張しましたが、

子どもたちの提言を取り入れることで１０年後の八王子が住みやすくなれば、ぼくたちの７ヶ月の活動が有

意義であったと言えます。 

 

 

野村啓介さん 中３「子ども議会の感想」 

 子ども議員をやらないか？といわれた時、僕はすぐに「やります」と答えました。その時は子ども議会に対

する興味だけで引き受けてしまいましたが、自分が最年長だと知った時には不安でいっぱいになりました。 

 ５月１０日の結団式は緊張しながら参加しました。子ども議会の活動が始まってからは、回を重ねるごと

にみんなと仲良くなり活動するのが楽しくなりました。僕が一番印象に残っていることは合宿でみんなと話し

合ったことです。 
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 八王子市の知らなかったことについて知ることができてよかったです。でも、最後の議会に出れなかったこと

がとても残念です。 

 短い間でしたが、僕にかかわってくれた皆様、心より感謝しています。ありがとうございました。 

 

 

江上理紗さん 小５「新しいお友達と…」 

 ５月の初めごろに１通の手紙が届きました。「はちおうじ子ども議会決定のお知らせ」と書いてあって、あり

えーんと思ってしまいました。５月１０日に結団式がありました。すごくドキドキしました。なんたってあの黒須

市長さんや議員さんが来て、私たちの質問に答えてくださるからです。さらに、知らない子がいっぱいいまし

た。そして新しい友達ができました。 

 ７月３０・３１日の合宿では委員会ごとに話し合いました。私は自分の思うことをほとんど言いました。委

員会は「みんなの遊び場委員会」で、提案したことは市民センターと中学校の開放について言いました。

ほかにもいろんなことがありました。どれもいい経験になりました。またこのようなのがあったらいいなと思いまし

た。 

 

 

二木佑香さん 小６「子ども議会をして」 

 私は、この子ども議員を体験して、学んだこと、感じたこと、思ったことが大きく分けて２つあります。 

 １つは、八王子市や議会についてよく知るよい機会になったことです。八王子市のことは学校で少し勉

強しましたが、私が気になっていた緑地面積はわからず、今回よく知ることができました。また、市議会のこ

とはまったく知らず、今回話しの流れや席の位置などたくさん学ぶことができました。 

 ２つ目は、私が気になっていた八王子市の緑化についていろいろなことを教えていただき、知ることができ

たということです。主に八王子の緑地面積、市街地の緑化などです。 

 このように私は、この体験を通じて八王子市のことについてよく知ることができ、いっそう興味が高まりまし

た。 

 

 

大澤紗英さん 小５「子ども議員になって…」 

 私は子ども議員になって、八王子市のことをよく知りました。小田野中央公園では、かつてゴミ捨て場に

されていた土地を地域の人たちできれいにして、近くの小学校・中学校から遊具のデザインを集め、その公

園が今年の３月にできたそうです。公園にはたくさんの木が植えてありました。その木は地域の人たちで苗

を植えたそうです。そこにはしばふの小さな丘がありました。それも地域の人たちがしばふをしきつめてできた

ものでした。 

 私たちの住んでいる八王子市をもっと住みよくするために考えるいい機会になりました。この経験を生かし

てこれからの八王子市について考えてみようと思いました。 

 

 

佐藤新さん 小５「議員になったよ。」 

 ぼくは議員になってわかったこと、よかったこと、つらかったことがあります。 
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 わかったことは、市長さんがどんな方なのか初めて知りました。それから、これまでは議員さんの存在は知

っていたけど、どんな仕事をしているのか知りませんでしたがとてもよくわかりました。 

 よかったことは、特に市長さんにサインをしていただいたことと、ぼくの提案に賛成していただいたことです。

ぼくはとてもうれしかったです。それから違う学校の人と友達になれたこともうれしくて、合宿では家族以外の

人と泊まったり行動したりするのはめずらしくて、ドキドキして楽しかったです。 

 ただひとつ、議会の間ずっとすわっていることがとてもつらかったです。 

 ぼくはこの７ヶ月の間、とても楽しくいい経験をしました。 

 

 

廣田優作さん 小５「子ども議会をやってみて」 

 ぼくは子ども議員の活動をしてみて、八王子の施設や名所などの事をたくさん知りました。本会議ではた

くさんの意見が出ている中で「子どものしあわせ課」のアイデアでいじめなどで困っている子どもの居場所を

作るというのがすごいなと思いました。 

 ほかにも合宿や施設見学で子ども議員の人とも仲良くなれたり、普段入れない清掃工場の中にも入れ、

清掃工場の仕組みやゴミしょりのしかたを知って勉強になりました。 

 この子ども議会をきっかけにこれからも、八王子の未来について考えていきたいなと思いました。 

 

 

山口希望さん 小６「子ども議会」 

 ぼくは子ども議会などを通していろいろな成果をあげることができたと思います。 

 子ども議会の一ヶ月前、合宿ではグループを決め、そのグループごとに話し合いをしました。話し合いの

時は学生サポーターが引っ張ってくれたので話が進みましたが、止まってしまったこともありとても大変でした。

話し合いの合間にはほかの話などもして盛り上がりました。 

 子ども議会では緊張しながらも市長らに向けて自分達の考えを発言するとかできたのでよかったと思いま

す。 

 子ども議員での成果は、ぼくの中では主に２つあります。１つ目は同じ意見を持っている人もいると思いま

すが、子どものしあわせ課の実現です。ほかの案もたくさん実現すると良いです。２つ目はよい交流の場に

なったことです。近くに住んでいる人とは仲良くなりました。 

 

 

新井遠野さん 小５「子ども議員」 

 ぼくは子ども議員になってたのしかったことは社会科見学・合宿です。社会科見学はチームでいろいろな

ところを回って見学しました。そしてすごいよかったことは道の駅でアイスを食べたのがおいしかったです。 

 合宿は一番たのしかったです。なんでかというと勉強もしたけどたのしいゲームをいっぱいやったからです。

あとねるとき２時くらいまでふとんのなかでこっそりこんどうさんとあそんでいたこともたのしかったです。ほんとうに

子ども議員になってほんとうによかったです。 
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新井水奈美さん 中１「子ども議員になって」 

 私は子ども議員になって友達がたくさん増えて楽しかったです。 

合宿では夜遅くまで起きてみんなで話したりしたのが思い出になりました。勉強会では、自分のやりたいこ

とに合わせてグループを作りました。私はみんなの遊び場委員会に入りました。そこでは子どもの遊ぶ場所

などを話し合いました。 

 そして子ども議会本番の日、リハーサルをしてから本番を迎えました。市長さんなど偉い人がたくさんきて

きんちょうしたけど大きな失敗もなく終わりました。 

 私は子ども議員になり貴重な体験ができたのでとてもよかったです。 

 

 

小林千聖さん 小６「子ども議員になってよかったこと」 

私は子ども議員になって本当によかったと思っています。最初は友達もあまりいなくて緊張してしまいまし

た。本物の議員さんに話を聞いて、普段議員さんは何をしているのかを知らなかったので、議員さんはがん

ばっているんだなぁ～と思いました。学習会では八王子のことを勉強して、八王子はいろんなことをしている

んだなぁ～と思いました。施設見学では、八王子の人が集まって作った公園を見ました。人の手で作ったと

は思えないくらいすごく楽しい公園でした。 

合宿では５時間の学習をしました。少し疲れたけどたのしかったです。 

本会議では、市長に提案して少し緊張したけど、最終的には友達もたくさんできていい経験になったと

思います。 

 

 

長井慶成さん 小５「八王子の観光名所、高尾山」 

 ぼくは子ども議員になって「施設見学」などをし、八王子のことを知りました。子ども議員で印象に残った

「合宿」と「本会議」の感想を書きます。 

 「合宿」では、観光委員会になり、観光課の方に話を聞き、高尾山についてアピールすることにし、市長

にどうしたらいい答えを出してもらえるかを考えました。「本会議」では、合宿で考えた質問を市長にしまし

た。アピール方法は高尾山の出てくるドラマ（映画）、高尾山の広告などでアピールする方法です。市長か

らいい答えを出してもらいました。 

 この活動をして、八王子の観光名所高尾山をみんなにアピールし、世界遺産にしたいです。 

 

 

山崎真波さん 中２「子ども議員になって」 

 まず最初に、私は子ども議員の活動をサポートしてくださった方々に心からお礼を言いたいです。ありがと

うございました。 

私は、結団式で市長と握手を交わし、子ども議員としてスタートを切りました。それから第２回、３回と

学習会などに参加し、合宿に行っていろいろ話し合っているうちに、「議長」という大役までやりたいと思うほ

ど気持ちが高まっていました。 

当日、一番高い席に座り、議会の進行をしました。私が思ったことは、市長さんや教育長さんが私たち
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の意見に対し真剣に答えてくれていて、ほんとうにやってきた甲斐があったということです。発言する議員の

人も堂々としていてとても立派でした。私にとって、子ども議員になったことはとても貴重な経験になりました。

これからも、私は子ども議会で培ったことや子ども議員として議会に参加できたことを誇りに思っていきたい

です。 

 

佐々木茜さん 小５「子ども議員を通して」 

５月１０日、私の子ども議員としての活動が始まりました。名前は「子ども議員」でも仕事はプロの方と

同じでとてもやりごたえがありました。 

第２回事前学習会では、小田野中央公園、戸吹清掃工場、道の駅滝山をまわり、とてもくわしいお

話を聞くことができてうれしかったです。 

第３回事前学習会では、とまりがけで勉強し、本会議へ向けて大きく前進しました。 

そして、本会議ではメンバーと力を合わせて市長への質問を成功させました。市長が私たちの意見に耳

をかたむけてくださってとてもうれしかったです。この体験の全てが貴重なことで、そして、大切な思い出で

す。 

この子ども議会を通して、いろいろな人に出会い、貴重な体験をさせていただき、とてもうれしかったです。

またやってみたいです。 

 

 

西野実樹さん 小６「子ども議員をふり返って」 

 私は今、子ども議員をやって本当によかったと思っています。施設見学では、そこの関係者の方から貴

重な話をたくさん聞けました。合宿では、市役所の方が私たちの質問に対してわかりやすくたくさん答えてく

れました。こんなことは普通ではなかなか体験できないことです。でも大変なこともありました。話し合ってい

る時、考えが浮ばず行き詰まってしまって「疲れたー」とか思う時もありました。 

 いろんなことがあったけど、本会議の時に市長さんが私たちの提案した「子どものしあわせ課」をつくりま

す！といってくれたときは今までの大変なことなど忘れるぐらいうれしかったです。 

 私は子ども議員をやって、友達がたくさんできました。自分から進んで意見を言うようにもなりました。八

王子の子どもの代表として、とてもいい７ヶ月間が過ごせてよかったです。 

 

 

西野広樹さん 中２「はちおうじ子ども議員を終えて」 

 ５月、子ども議会結団式が行われました。ぼくは４２名の代表として決意の言葉を申しました。緊張の

中、決意を申したのは昨日のことのように覚えています。 

 合宿を含め、３回の事前学習会の中で、ほんとうにたくさんのことを学びました。「自分の故郷」八王子を

見つめ直すよい機会でした。また、いろいろな学校の人と知り合うことができ、友達の輪が広がりました。 

 夏休みの最後の日、８月３１日に行われた本会議では、「みんなの遊び場委員会」の発言者として、市

長と教育長に提案をしました。やはり緊張したのですが、４ヶ月近くの議論の成果を見せることができたと

思います。 

 今日で子ども議員ではなくなりますが、今後も経験したことを活かして頑張りたいです。来年も子ども議

会をぜひ開いてほしいです。 今までありがとうございました。 
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小嶋千穂さん 中２「子ども議員をやってみて」 

 私が子ども議員をやってみて楽しかったことは、みんなで合宿に行った時、市役所で働いている人から八

王子についての話を聞いたことです。私は観光について話を聞きました。新宿などに行って八王子のパンフ

レットを配ったりして、八王子のことをPRしに行くんだ！とビックリしました。あと、私は道の駅八王子滝山を

なぜあの場所につくったんですか？と質問しました。ずっと疑問に思っていたことを聞けてよかったです。 

私が反省しなくてはいけないことは提出期限を守ることです。私は何度も何度も提出期限を守れないで、

宿題などを出していました。なので反省をしてこれからはそのようなことがないように頑張っていきたいです。 

 

 

石綿永吉さん 小５ 

 僕が子ども議員をやってうれしかったり楽しかったことはみんなといろいろなことを考えたりしたことです。特

に合宿の「夕やけ小やけふれあいの里」で一泊二日していろいろ計画を出したりみんなで遊んだりしたこと

でした。ほかに見てすごいと思ったのは八王子を見学した「施設見学」です。特に戸吹清掃工場です。市

内だけでもあんなゴミが集まるのはすごいと思いました。だからゴミをリサイクルしたほうがいいと思いました。そ

して一番きんちょうしたのが「本会議」で、５,６人ぐらいの新聞記者やカメラマンが来ていたからです。でもめ

ったに出来ないことが体験できたので子ども議員になってよかったです。 

 

 

秋場豊一さん 中２ 

 今回子ども議員をやって、自分が住んでいる八王子にどんなことを提案すればもっと良くなるのかを考え

て文章にすることはとても大変なことでした。しかし、今までこんなことをすればいいのに、と日常的に思って

いたことを考えていくと、とても深く意味があるものだと思いました。 

僕が今回考えた「エコバッグ」は市民全員が使えば問題はないのですが、そんなことは不可能です。そこ

でエコバッグを持つことによって持ってない人とどんな違いをつければエコバッグを持ってくれる人が増えるのか。

考え方を変えて、エコバッグを身近に感じてもらうためにと考えると文章にすることが出来ました。 

僕は今回子ども議員をやって２つわかったことがあります。一つ目は議員という仕事が大変だということ、

２つ目は、話が詰まったとき、考え方を変えることの大切さ。この２つがわかり子ども議員になっていい経験

をすることが出来てよかったと思いました。 

 

 

鍛治美佑さん 小６ 

約７ヶ月間、子ども議員としての活動を通じて環境や福祉のこと、市役所で働いている皆さんが市民

のためにどのようなお仕事をやっているかなど、たくさんのことを学ぶことが出来ました。 

様々な活動の中で私が一番印象に残っているのは「子ども議員本会議」です。 

私は地球温暖化防止をテーマにした「緑の学校委員会」として市長さんに地球温暖化防止に向けて、

身近な学校からまず始めるための緑のカーテンや屋上庭園をつくることを提案しました。 

今、思えば緊張しましたが大変すばらしい経験をさせていただいたと思います。 

私たち子ども議員ひとりひとりの提案が、八王子の未来のまちづくりに少しでも役に立てば嬉しいです。 

私もここで学んだことを活かしながら、明るく元気な「八王子っ子」としてがんばっていきたいと思います。 
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学生サポーターを代表して５名の感想文を紹介します。 

 

吉川貴洋さん 大学４年「子どもたちをサポートするということ」 

 今まで教育について学んできたわけでもなく、特に子どもと触れ合う機会もなかった私は、活動当初、ど

のように子どもと接すればいいのか、正直戸惑いました。それと同時に、サポートすることの難しさにも直面

しました。 

 私たちおとなは「子どもだから」という理由だけで、ついつい子どもたちの作業に手を貸しますが、これはサ

ポートではありません。確かにその手助けのおかげで物事は達成できるかもしれませんが、その結果はほん

とうに子どもたちが望んだものでしょうか。 

 今回の活動を通じて、子どもたちのもつ考えの深さに何度も驚かされました。彼らは私たちおとなが思っ

ている以上に物事を考え、表現することができます。周囲のおとなの役割は、それをできるだけ「ありのまま

の姿」で表現させてあげることです。それこそが本当のサポートであり、これからの時代、おとなたちにより必

要とされることなのではないでしょうか。 

 

 

中川寿恵さん 大学４年「私が東京にきた意味」 

あっという間の１年だった。初めはなんとなく始めた学生サポーター。今となっては私の居場所になってい

る。 

約１年前から子ども議会の準備を始め、今年の夏の合宿。私は子どもたちを引っ張っていけるのか不

安だった。この合宿は私にとって一生忘れることのできない思い出となった。まさか１日目の夜の反省会で

泣いてしまうなんて。ほかの班がワークショップを終え、意見もまとまり始めているのに、私の班は意見も出ず、

まとまる気配すらなかった。自分の力の無さに呆れた。夜の反省会で、仲間達に相談した。みんな自分の

班のことのように親身になってくれ、夜中の３時まで付き合ってくれた。次の日の班活動の時も気にかけてく

れた。 

学生サポーターで知り合えた仲間はみんな尊敬できるかけがえのない仲間だと思う。この経験は私が東

京に出てきた意味にもなった大きな活動となった。 

 

瀧澤繭子さん 大学３年「学生サポーターとして」 

 私は学生サポーターとして約１年と数ヶ月活動をさせていただきました。学生サポーターの活動を通して

感じたことは、子どもたちの力は本当に凄いということです。子どもは少なくとも私の考えた以上にいろいろ

なことを考え、自分の意見を言語化することができるということに驚きました。自分が考えつかないようなこと

を子どもが意見として出していて、何度も感動させられました。私たちが子どもの発言や行動にあわせてち

ょっとした言葉掛けをするだけで、話がどんどん盛り上がっていきました。また、学生サポーターとして私が気

をつけていたことは、子ども達一人ひとりの意見をしっかりと受け、どんな意見であっても自分の価値観で否

定しないということでした。学生サポーターを行ってみて、子どもとかかわる楽しさや難しさがよくわかりました。

本当にやってよかったと思います。  
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合場依子さん 大学４年「子ども議会に参加して」 

 学生サポーターとして子ども議会に参加するなかで、子どもたちと一緒に多くのことを学び、成長すること

ができたと思います。 

 最初は普段かかわることのない小中学生とどう接していいのか不安でしたが、実際に活動するうちに、自

然に接することができるようになりました。また、子どもたちと話し合う中で、子どもたちは住んでいる八王子

が大好きで、よりよくしたいという気持ちがとても強いことがわかり驚きました。おとなには思いつかないような

アイデアや見過ごしてしまいそうなことも子どもたちは次々と発言します。子ども議会ではその子どもたちが

一生懸命に考え、話し合った願いや熱意が充分に伝わったのではないかと思っています。 

 子ども議会では、八王子のまちづくりについて提案することを目的としていますが、子どもにとってはもう一

つ、ほかの学校の子どもとも交流するよい機会だったのではないかと私は考えています。特に、議会に向け

て行った合宿では、寝食をともにしてより仲良くなっていました。合宿で行った話し合いは１日目より２日目

の方が活発に意見交換が行われていたので、合宿を通じてよりよい関係を築いたのだと実感しました。私

自身もほかの大学のサポーターと話し合いを重ね、とても刺激になった合宿でした。 

 子ども議会を通して、子どもだけでなく、私たち学生サポーターもとても貴重な体験をしました。今後も子

ども議会を続けてほしいと思います。 

 

 

菅原亜論さん 大学３年「伴走者の役割」 

 私は学生サポーターになるまで、子どもたちとかかわる機会はほとんどありませんでした。そのためコミュニケ

ーションの取り方がわからず、はじめは戸惑いの連続でした。しかし、子どもたちのほうから積極的に話し掛

けてくれて、すぐに打ち解けることができました。 

 夏休みの恩方での合宿、私が担当した委員会の子どもたちは、子どもの悩みや問題について、長時間

に渡り真剣に意見を交わしていました。その後、各委員会での子どもたちの声をどう届ければいいのか、市

職員の方々や学生サポーターの仲間と朝方まで議論をしました。結果、提言書で子どもたちの言葉を届

けることができ、子どもたちの「伴走者」としての役割を果たすことができました。 

 私にとって子どもたちは、ともに学ぶ仲間であり、良きライバルでした。ほんとうに感謝しています。 
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１ 子どもすこやか宣言 

    八王子市では、平成１２年３月につくった八王子市新地域福祉計画のなかで、

子どもの権利条約の精神を尊重し、この宣言を行うことにしました。子どもと大

人による文案検討委員会をつくり、そこで議論して、平成１３年２月に発表した

ものが、この宣言文です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ わたしたちは、人にはみんな違いがあり、みんなよいところをもっていることを認め、お互いに

相手を尊重します。 

 

１ わたしたちは、がまんすることの大切さを理解するとともに好きなことに夢をもち、元気にくらし

ます。 

 

１ わたしたちは、しっかりと自分を表現し、自分の意見や行動に責任をもちます。 

 

１ わたしたちは、子どもたち一人ひとりが大切にされ、安心して生活できる家庭を望みます。 

 

１ わたしたちは、家庭や学校そして地域で、学習する楽しさがわかり自分の可能性を伸ばす

ことのできる環境を求めます。 
 
                  平成１３年２月４日 八王子市 
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２ 子ども議会のキーワード 

子どもの参加 

「子どもの参加」とは、子どもたちが自らの可能性を広げていく場、学校や家庭や遊

びの中で蓄えた「生きる力」を試せる場を、子どもたちに提供していこうという考え方

です。 

このことは子どもたちの自己実現にもつながります。子どもが自分の力を信じ、自分

に対する肯定的な気持ちをもてるよう、大人は子どもを社会の中で受け入れる姿勢が必

要と考えます。 

 
「子どもの参加」という考え方は、「子どもの考えを聞くことはいいことだ」という、

単に子どもの考えを認めることではありません。 

「子どもの主体性については理解している」と思っている大人が企画しても、子ども

が単に人数合わせだけの参加者として扱われれば、「子どもの参加」はすぐに「大人中

心」のものになり、気が進まない子に押し付けたり、子どもの年齢や能力を生かせない

ような方法で企画されたりしてしまいます。 

子どもに意見を聴き、子どもの視点を真剣に取り上げ、子どもにとっての有意義な参

加を忍耐強く継続して手助けするのは大人の責務です。そのために「子どもの権利条約

の考え方を基盤としたアプローチ」が必要になります。 

しかし、いくら企画段階から子どもに参加してもらおうとしても、現実には子ども

に関わってもらうこと自体が難しく、課題となっています。 

 

「人との関わりを避けたい。面倒くさい。目立ちたくない。だから、動くのは嫌だ！」 
そんな子どもたちが多いのも現実です。これは、私たち大人も思い当たることが多

いのではないでしょうか。 

大人が積極的に、子どもと関わり、忍耐強く子どもの取り組む過程を見守りたい。

そのためには、なにより私たち大人が、変わらなくてはなりません。まず大人も参加し

てみることが、責務を果たす“第一歩”になるのではないでしょうか。 
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学生サポーター 

 子ども議会を支えた大学生によるグループです。子どもを支える援助者となって活躍

してもらえるよう、平成１９年度から子どもの関わり方や市政の知識をテーマとしたワ

ークショップ、地域の子ども会議への参加などの経験を積み、子どもに寄り添い、一緒

に活動できるサポーターとしてのスキルを身につけてきました。知識やテクニックはも

ちろんですが、実際に活動に参加しながら「子どもにとって何が大切か」「私たちは何

ができるのか」を感じとることのできる、頼もしいお兄さんお姉さんでした。彼らがい

なければ子ども議会の実現は難しかったでしょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

アドバイザーによる研修風景           ワークショップではファシリテーター役 

 

 

アドバイザー 

平成 19 年度の学生サポーター養成から今回の子ども議会の組み立てまでをアド

バイスしていただく事業アドバイザーをおきました。 

 

 

山本 克彦氏（やまもとかつひこ） 

岩手県立大学福祉臨床学科准教授 

 

公立中学校教員、保育園副園長などを経て、生涯学習研究所

SOUP で滋賀県の子ども議会などを企画運営。現在は岩手県立大学 

社会福祉学部福祉臨床学科准教授。児童福祉、グループワークを専門とする。 

◆著書に「わくわくどきどき自然大好き遊び！」、フレーベル館、2000 年◆「福祉教育実践ハ

ンドブック」（共著）、全国社会福祉協議会、2002 年◆「子どもの参加-国際社会と日本の

歩み-」（共著）、アジア太平洋人権情報センター、2005 年◆「子どもとマスターする 50 の権

利学習-イラスト版子どもの権利- 」（共著）、合同出版、2006 年ほか多数。 

 

 

 

 

 21



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO 名前 フリガナ 性別 学校 小中 学年

1 新井　遠野 アライ　トオノ 男 みなみ野小学校 小 ５年
2 石綿　永吉 イシワタ　エイキチ 男 みなみ野君田小学校 小 ５年
3 江上　理紗 エガミ　リサ 女 柏木小学校 小 ５年
4 大澤　紗英 オオサワ　サエ 女 七国小学校 小 ５年
5 大塩　悠 オオシオ　ユウ 男 下柚木小学校 小 ５年
6 木村　友哉 キムラ　トモヤ 男 みなみ野小学校 小 ５年
7 小林　眞 コバヤシ　マコト 女 横山第一小学校 小 ５年
8 近藤　裕貴 コンドウ　ヒロキ 男 みなみ野小学校 小 ５年
9 佐々木　茜 ササキ　アカネ 女 第二小学校 小 ５年
10 佐藤　新 サトウ　シン 男 みなみ野小学校 小 ５年
11 説田　康宏 セッタ　ヤスヒロ 男 上柚木小学校 小 ５年
12 千葉　麻由 チバ　マユ 女 第二小学校 小 ５年
13 長井　慶成 ナガイ　ヨシナリ 男 森村学園初等部 小 ５年
14 廣田　優作 ヒロタ　ユウサク 男 みなみ野小学校 小 ５年
15 山中　美幸 ヤマナカ　ミユキ 女 横川小学校 小 ５年
16 浅井　一樹 アサイ　カズキ 男 元八王子小学校 小 ６年
17 井上　明香里 イノウエ　アカリ 女 第七小学校 小 ６年
18 鍛治　美佑 カジ　ミユ 女 宮上小学校 小 ６年
19 小林　千聖 コバヤシ　チサト 女 下柚木小学校 小 ６年
20 坂本　毬子 サカモト　マリコ 女 由木中央小学校 小 ６年
21 澤井　杏奈 サワイ　アンナ 女 元木小学校 小 ６年
22 武田　未佳 タケダ　ミカ 女 横山第一小学校 小 ６年
23 中川　ねお ナカガワ　ネオ 女 高嶺小学校 小 ６年
24 西野　実樹 ニシノ　ミキ 女 大和田小学校 小 ６年
25 林　龍弥 ハヤシ　タツヤ 男 第三小学校 小 ６年
26 二木　佑香 フタツギ　ユウカ 女 七国小学校 小 ６年
27 松永　まどか マツナガ　マドカ 女 愛宕小学校 小 ６年
28 源原　葉月 ミナハラ　ハヅキ 女 小宮小学校 小 ６年
29 山口　希望 ヤマグチ　ノゾム 男 みなみ野小学校 小 ６年
30 吉澤　龍秀 ヨシザワ　タツヒデ 男 第三小学校 小 ６年
31 新井　水奈美 アライ　ミナミ 女 みなみ野中学校 中 1年
32 粟澤　美穂子 アワサワ　ミホコ 女 みなみ野中学校 中 1年
33 小原　実 オハラ　ミノル 男 第五中学校 中 1年
34 戸谷　梓紗 トヤ　アズサ 女 鑓水中学校 中 １年
35 秋場　豊一 アキバ　トヨカズ 男 由井中学校 中 ２年
36 小嶋　千穂 コジマ　チホ 女 加住中学校 中 ２年
37 西野　広樹 ニシノ　ヒロキ 男 第一中学校 中 ２年
38 松村　美貴 マツムラ　ミキ 女 椚田中学校 中 ２年
39 松本　美利亜 マツモト　ミリア 女 吉祥女子中学校 中 ２年
40 山崎　真波 ヤマザキ　マナミ 女 椚田中学校 中 ２年
41 与那覇　裕 ヨナハ　ユウ 男 長房中学校 中 ２年
42 野村　啓介 ノムラ　ケイスケ 男 七国中学校 中 ３年
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№ 氏 　名 学 校 活動 年 度

1 池 田 　 千 帆
多摩 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院 　 作 業 療 法
学 科

H 1 9 ,2 0

2 吉 川 　 貴 洋 法政 大 学 　 社 会 学 部 社 会 学 科 H 1 9 ,2 0

3 毛 利 　 有 希 東洋 大 学 　 社 会 学 部 社 会 福 祉 学 科 H 1 9 ,2 0

4 白 田 　 好 彦
東京学 芸 大 学 　 教 育 学 部 初 等 教 育 教 員 養 成 課 程
社 会 科 専 修 歴 史 学 専 攻

H 1 9 ,2 0

5 藤 田 　 知 陽
山野美 容 芸 術 短 期 大 学 　 美 容 保 健 学 部 　 美 容 保 健 学
科

H 1 9

6 芝 木 　 麻 衣 明星 大 学 　 通 信 教 育 学 部 H 1 9

7 宇 津 木 　 絵 美 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

8 有 賀 　 雪 乃 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

9 久 木 　 里 紗 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

10 合 場 　 依 子 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

11 中 野 　 晋 一 創価 大 学 　 文 学 部 社 会 学 科 H 1 9

12 高 橋 　 里 沙 杏林 大 学 　 保 健 学 部 保 健 学 科 H 1 9

13 古 澤 　 輝 夫 創価 大 学 　 法 学 部 法 学 科 (通 信 ） H 1 9

14 菅 原 　 亜 論 法政 大 学 　 経 済 学 部 経 済 学 科 H 1 9 ,2 0

15 瀧 澤 　 繭 子 杏林 大 学 　 保 健 学 部 保 健 学 科 H 1 9 ,2 0

16 高 原 　 優 子 杏林 大 学 　 保 健 学 部 保 健 学 科 H 1 9

17 篠 場 　 沙 季 杏林 大 学 　 保 健 学 部 保 健 学 科 H 1 9 ,2 0

18 足 立 　 久 瑠 美 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

19 渡 邊 　 し の ぶ 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9

20 中 山 　 未 来 駒沢 女 子 短 期 大 学 　 保 育 科 H 1 9 ,2 0

21 中 川 　 寿 恵 東京 純 心 女 子 大 学 　 こ ど も 文 化 学 科 H 1 9 ,2 0

22 小 丸 　 直 也 創価 大 学   教 育 学 部 H 1 9

23 高 草 木  伸 江 創 価 大 学 　 教 育 学 部 H 1 9

24 森 嶋 　 厚 博 杏林 大 学 　 総 合 政 策 学 部 H 2 0

梅 澤 　 幸 世
早稲田 大 学 大 学 院 　 理 工 学 術 院 創 造 理 工 学 研 究 科
建 設 工 学 専 攻

H 2 0

オ ブ ザ ー バ ー
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結団式 

黒須 隆一 市長 

岡部 一邦 副市長 

 
高木 順一 市議会議長 

 
市川 潔史  議員 

山越 拓児  議員 

上原  洋  議員 

近藤  充  議員 

陣内 泰子  議員 

若尾 喜美絵 議員 

以上、八王子市議会議員の皆さん 

 

第２回学習会（施設見学） 
■小田野中央公園 

芝  敏子 さん（社会福祉法人 東京都社会福祉事業団 東京都八王子福祉園） 

船引 孝昭 さん（八王子市恩方地区住民協議会 事務局長） 

 
■戸吹清掃工場 

環境部ごみ減量対策課戸吹清掃工場の皆さん 

 
■道の駅八王子滝山 

金子 キミ代さん（酪農家・道の駅のアイスクリーム屋さん「MOMO」） 

近藤 剛さん（株式会社ウェイザ支配人） 

産業振興部農林課の皆さん 

 

第３回学習会（合宿） 
こども家庭部児童青少年課 

産業振興部観光課 

環境部環境政策課、環境保全課、ごみ減量対策課 

まちづくり計画部交通政策室 

まちなみ整備部公園課 

学校教育部施設整備課 

生涯学習スポーツ部生涯学習総務課、中央図書館 

以上、八王子市役所各課担当の皆さん 
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本会議 
黒須 隆一 市長 

田中 正美 副市長   岡部 一邦 副市長 

石川 和昭 教育長        

総合政策部長      行政経営部長      市民活動推進部長 

総務部長        財務部長        健康福祉部長 

こども家庭部長     企業支援担当部長    環境部長 

清掃事業担当部長    まちづくり計画部長   交通政策室長 

まちなみ整備部長    道路事業部長      議会事務局長 

学校教育部長      教育指導担当参事    生涯学習スポーツ部長 

 
高木 順一 八王子市議会議長 

 
小林 信夫  副議長 

井上 睦子  議員 

萩生田 富司 議員 

市川 潔史  議員 

対間 康久  議員 

松本 良子  議員 

高山 かつみ 議員 

水野  淳  議員 

小林 鈴子  議員 

髙野 英男  議員 

陣内 泰子  議員 

伊藤 裕司  議員 

村松  徹  議員 

伊藤 大輔  議員 

五間  浩  議員 

鈴木 玲央  議員 

以上、市議会議員の皆さん   

 

 
主催 八王子市 

共催 八王子市議会 
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はちおうじ子ども議会報告会 

 

事務局 「子ども議会で名前がかわりました」 

八王子市こども家庭部子どものしあわせ課

 

〒192-8501 

東京都八王子市元本郷町三丁目２４－１ 

℡ ０４２－６２０－７３９１（直） 

E-mail  b082600@city.hachioji.tokyo.jp 
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